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地方創生☆政策アイデアコンテスト 2022

ー交流型ローリングストックと

地域特産品から防災対策を考えるー

対象地域：兵庫県加古川市

休耕田畑と店舗空きスペースがつなぐ人の輪



【RESASで地域調査】ー 学校がある加古川市での園芸科のこれまでの取り組みー

☑総人口減少

（生産年齢人口・年少人口減少）

☑高齢者数増加（地域高齢化）

☑加古川市にも高齢化の傾向

①人口推移（加古川市） 人口推移から見えたこと

①人口推移 人口マップ>人口構成　→　☝「人口推移」

【出典】 総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」

【注記】 2020年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータ（平成30年3月公表）に基

づく推計値。
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・総人口と年齢３区分別人口の推移を示しています。
・「総人口のピーク」「老年人口が増加を続ける期間」等、自地域の人口

変化の概要を把握できます。

推計値実績値

総人口

高齢者

生産年齢人口

年少人口

②要介護者認定者数推移（加古川市）
☑要介護・支援者総数が増加傾向

☑特に要支援者が増加

医療・福祉分野を分析

☑要介護者が増加する可能性

☑将来どうなるか不安
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【私たちの加古川市の課題】

☑高齢化対策

①高齢者・地域を元気に

要介護・支援者数の抑制

②魅力ある地域づくり

地域と連携した活動

高齢者のQOL向上！！
ささえあう地域に！！

農業高校・地域住民
（プログラム普及・提案）

農業高校
（花生産）

地域高齢者
住民との交流

企業・大学・加古川市
（地域イベント）

園芸療法的活動

【RESASで地域調査】ー 学校がある加古川市での園芸科のこれまでの取り組みー

農業の学びを活かした
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☑ 2019年～202３年

ささえあい協議会に県農高が委員として参加。
地域創生を目指し、園芸療法的プログラムを有効活用。
地域の魅力・ニーズを地元住民と発掘。

☑地域包括ケアシステム

高齢者の日常生活圏内で、
生活支援サービスシステムを
地域で作る取り組み。

【RESASで地域調査】ー 学校がある加古川市での園芸科のこれまでの取り組みー
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【RESASで地域調査】 ー地域の声から新たな課題を発見ー

活動先で聞こえてきた地域の声

①地域のいこいの場での交流活動

②休耕田畑・店舗空きスペース

③防災への不安（避難・食料etc）

☑現状調査
☑対策考案

☑継続実施

【調査方法の選択（データから現場までをつなぐ）】

☑ RESAS

可視化されたデータから、
地域の概要を調査する。

☑加古川市 HP

加古川市の取組みや方向性
を確認し、対策を考案する。

☑加古川市現地調査

現地でしか伝わってこない
情報を対策考案に役立てる。



【RESASで地域調査】 ー地域の声から新たな課題を発見ー

③経営耕地面積
（総面積：兵庫県加古川市）
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【田畑の多面的機能】

☑食料生産の場
☑生物生息地・景観保持
☑雨水流出量の調整（減災）

農地減少は地域全体に影響

【耕作面積減少の要因】

☑農業従事者の高齢化
☑担い手不足

【課題①】



【V-RESAS地域調査・現地調査】 ー地域の声から新たな課題を発見ー

④飲食店情報の閲覧数（地域ブロック） ⑤飲食店情報の閲覧数（兵庫県）
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【陽性者増加と閲覧数減少】

☑来客数減少 ☑営業時間短縮 店舗空きスペース増加
【課題②】



【社会生活基本調査（総務省）】 ー地域の声から新たな課題を発見ー

⑥「趣味・娯楽」の種類別行動者率
（2016年、2021年）１）２）
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【コロナ過による行動の変化】

☑外出を伴う趣味・娯楽減少

☑一人でもできる行動増加

直接的なつながりが減少
【課題③】

☑園芸・庭いじりの機会増加

☑連携・協力して解決
☑協働によるまちづくり

【加古川市が進めるまちづくり】
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【RESAS・V-RESAS地域調査・現地調査】ー 課題解決に向けた取組みー

直接的なつながりが減少

【課題③】

農地減少は地域に影響

【課題①】
活動先で聞こえてきた地域の声

①地域のいこいの場での交流活動

②休耕田畑・店舗空きスペース

③防災への不安（避難・食料etc）

店舗空きスペース増加

【課題②】

☑ RESAS・加古川市 HP・現地調査

地域創生・防災対策地域での人の交流・学びの機会

【地域課題に対応した取り組み】
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【RESAS・V-RESAS地域調査・現地調査】ー 課題解決に向けた取組みー

【休耕田畑・店舗空きスペース利用】

☑休耕田畑をコミュニティの場へ
【防災：ローリングストック法】

☑非常食を買って
日常的に食べながら備蓄

【人とのつながりを生むローリングストック法】

①季節ごとの農産物を畑で交流し生産（多世代がつどえる場）

②自宅や地域の場・店舗空きスペースで一緒に学び食品加工

③保存食をみんなで作って日常的に食べながら備蓄

☑畑を食料備蓄場所として考える

地域創生・防災対策地域での人の交流・学びの機会
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【地域での人の交流・学びの機会】ー休耕田畑の利用方法ー

【①季節ごとの農産物を畑で交流し生産（多世代がつどえる場）】

市民農園 畑の学校 住民主体のまちづくり

袋栽培種まき・植え付け➡収穫
小スペース向け
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【地域での人の交流・学びの機会】ー店舗空きスペースの利用方法ー

【②自宅や地域の場・店舗空きスペースで一緒に学び食品加工】

調理教室 店舗の有効活用 小さな防災拠点

店舗を利用した加工・交流会 リモート参加も可能

【加工例】

ｹｯﾁｬｯﾌﾟ

ドライ

ソース

オイル漬

水煮
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【地域での人の交流・学びの機会】ーローリングストックの実践ー

【③保存食を日常的に食べながら備蓄】

年間を通した農産物・保存食の消費と備蓄

春 夏 秋 冬消費時期

旬

加工・保存
可能期間中

貯蔵イモ

乾燥・水煮・オイル漬・ペースト・ジャム

干しイモ・切干し 漬 物
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【地域での人の交流・学びの機会】ー実施に向けた課題と対策ー

【実施に向けた課題】

①農作物生産・加工方法はどうすればいいの？
☑加古川の達人を発掘（農家・店舗従業員・住民・農業高校）

☑人が通る場所に案内設置（畑・店舗・ゴミステーションetc）

☑畑１区画・店舗利用料を利用者から徴収
③費用はどうするの？

②参加者募集方法は？

☑加古川で栽培される穀物を保存食に利用
④野菜加工だけのローリングストック？
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【地域での人の交流・学びの機会】ー新たな特産品を使った取り組みー

⑦品目別農業算出額（総面積：兵庫県） ⑧品目別農業算出額（総面積：加古川市）

麦類栽培：加古川市は県全体の1/10

麦類：１億円 麦類：１千万円
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【地域での人の交流・学びの機会】ー新たな特産品を使った取り組みー

【加古川市の特産品となる可能性がある麦の利用方法】

麦 の 保 存 方 法 押し麦

麦
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【地域での人の交流・学びの機会】ー新たな特産品を使った取り組みー

麦麹 混合 仕込み

保存可能な調味料：麦みそ

くつした型クッキー 地場産業くつした型クッキー



【地域での人の交流・学びの機会】ー新たな特産品を使った取り組みー
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株式会社オイシス

☑麦を使った商品開発の考案

J A兵庫南

☑麦を使った加工品作り

東 播 磨 県 民 局

☑麦の利用に関する取り組みへの支援

【麦の利用方法について産官学で協力し考える】】

【 麦の利用を教えるプログラム考案】】

☑小学校で麦を題材にした授業の考案
☑加古川市の特産品で「食」への意識向上

加古川市：協働のまちづくり推進事業
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【地域での人の交流・学びの機会】 ー地域で防災・地方創生へ ー

休耕田畑利用
（市民農園・畑の学校）

☑多世代交流・学習機会の提供

農家・農業高校・住民・店舗
（人がつながるローリングストック）

☑地域で作る防災意識の向上

☑農と食でつながる地域の輪

店舗空きスペース利用
（加工・小さな防災拠点）

地域特産品で防災食
（新たな魅力・強み発見）

農家・農業高校
（加古川の達人と栽培）

☑物理的な減災効果の維持

☑地域人材の発掘

☑地域貢献でのやりがい創出

☑新たなコミュニティの形成
☑店舗利用の新たな可能性

☑産官学で協力して商品開発



【地域での人の交流・学びの機会】 ー地域で防災・地方創生へ ー
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加古川市
(平岡町)

取り組みを通して

☑行動が新たな課題発見につながる

☑物事を多面的に見ることが大切

☑地域には未知の魅力が多く存在

「人」と「人」がつながり支え合う

安心して暮らせる地域づくりへ


